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１，イラクにかかわる３つの戦争を整理しよう。
１）イラン・イラク戦争（[1 ]年～[2 ]年）

戦争をしたのはイラクと[3 ]

原因…表面的には両国の間の国境をめぐる争い。

しかし、実際はイラクが 。

結果…とくに両国とも成果を得ることなく停戦。しかしイラクは勝利したと宣言

アメリカの態度…[4 ]という立場からイラクを[5 ]した。

なお、この戦争中イラク軍はイラン軍や国内の[6 ]人に対し[7 ]

兵器を使用した。

２）湾岸戦争（[8 ]年）

戦争をしたのはイラクと[9 ]をはじめとする多国籍軍

原因…イラクが したため。

結果…多国籍軍の圧勝におわり、 された。

しかしフセイン政権は国内の反対勢力の鎮圧に成功し、[10 ]。

３）イラク戦争（[11 ]年）

戦争をしたのはイラクと、アメリカ・[12 ]両国

原因…アメリカはイラクが[13 ]をもっており、世界の脅威になると主張。

結果…アメリカ側の圧倒的軍事力でフセイン政権は[14 ]。

現時点で、イラク側の[15 ]兵器は発見されていない。

またイラクに新しい政権が成立するめどは立っていない。

２．イラクに住む人たちについて整理しよう。
イラクには、これまで政権を握ってきた[16 ]派アラブ人、人口の６０％を占める[17

]派アラブ人、および北部山岳地帯に住む[18 ]人がおもなグループと

される。

アメリカは

シーア派については、隣国で反米の姿勢をもつ[19 ]との結びつきを恐れている。

彼らは[20 ]戦争後、反対運動を起こしたがアメリカは[21 ]。

→このため彼らはアメリカに対し である。

クルド人は、アメリカの同盟国[22 ]が国内のクルド人の独立運動を活発化する

ことを恐れ敵対的な態度を取っている。

アメリカは彼らを反フセインに利用しようとしたが、途中で[23 ]した。

→このため彼らはアメリカに対し である。

３。戦争に対してのアメリカ政府の考え方を見てみよう。
(１)イラク戦争を起こしたアメリカ（現ブッシュ政権）の考え方を整理してみよう。

（２）上に記したようなブッシュ政権の考え方にたいして、どのような問題点が考えられるか、あなたの意見も

交え、書いてください。 （みんなに発表するときのペンネーム→ ）


